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※１０月のレセプト提出日は １０月７日（木）です 

返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いいたします。 

オンライン請求の場合でも、処方箋受付枚数・広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願いして

おります。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 

 

※自治指導にご協力ください 

薬と健康の週間（10月 17日～23日）を含む 10月～11月に、自治指導員が巡回訪問しますので、

自主点検表のご記入等ご協力ください。薬機法の改訂により内容も改正されていますので、ご確認の

上ご記入をお願いします。 

 

※別添の「豊島区薬業協同組合」の広報もご覧ください 

事業者用ごみ処理券の販売の案内もぜひご覧ください。 

 

 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１) 薬物乱用防止に係る基礎資料(大麻、カフェイン)について 
 

日本薬剤師会公衆衛生委員会は、薬物乱用防止活動の推進等を目的に、昨今、若年層を中心に乱

用や中毒が増加傾向にある「大麻」及び「カフェイン」につき、薬剤師向けの基礎資料を作成いた

しました。地域での薬物乱用防止活動等を行うにあたり、本資料を参考の一つとしてご活用くださ

い。 

なお、資料は日本薬剤師会ホームページの会員ページに掲載されております。 

URL：https://nichiyaku.info/member/siryou/n20210315.html 
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２）令和 3年度かかりつけ薬剤師研修会の開催について(予告) 
 

かかりつけ薬剤師研修会が次のとおり開催されます。 
申し込み方法については後日お知らせいたします。 
 
開催日時:令和3年11月14日(日) 12:30～16:00 
開催方法:集合研修(予定) 
開催場所:有楽町よみうりホール(別紙参照) 
 
※東京都薬剤師会認定基準薬局の認定のための研修会の1つです。 
※研修受講単位:2単位(予定) 
※受講料:無料 
※今後の感染状況によっては開催方法が変更されることがあります。 
 

３）セルフメディケーション税制の延長及び拡充について 
 

今年（令和3年12月）までの時限措置だった制度が、品目の変更、申請の簡素化などの見直しがあ
り、さらに5年間延長されることになりました。 
現在はスイッチOTCのみが対象ですが、令和4年1月から、スイッチOTCでなくても医療費削減効果

がありそうなもの（鎮痛外用薬全般や風邪薬全般など）が追加検討されています。また除外される
品目もありますのでご注意ください。（除外品は4年間の経過措置が設けられているので1月からの
対応ではありません。） 
具体的な品目はまだ決定されていませんが、来年1月からの施行に合わせて、対応店舗の皆様はご

注意ください。 
詳しくは厚生労働省のホームページ等でご確認をお願いいたします。 
 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 

１）帝京大学附属病院 吸入薬に関するトレーシングレポートの追加について 

帝京大学医学部附属病院薬剤部より、吸入指導において保険薬局との連携向上のため、すでに開

始している抗がん剤のトレーシングレポートに加えて、吸入薬に関するトレーシングレポートをホ

ームページ上に追加したとの連絡をいただきました。 

同院では2013年より板橋区、北区、豊島区、練馬区等の薬剤師会の先生方と吸入指導における連

携体制を構築した結果、これまでに1000件以上の吸入指導に関する情報共有が行われましたが、そ

のうち、吸入薬を継続使用している約30％の患者さんは、薬局薬剤師の先生方が問題点を発見した

ことで、治療に貢献されています。 

今後は、処方医師に情報共有を行った方が良いと考える場合、ホームページ上に掲載のトレーシ

ングレポートをＦＡＸにて薬剤部宛に連絡いただければ、処方医師に情報伝達し共有化を図ってい

ただけるとのことです。 

医薬品や薬物治療の高度化により、病院も保険薬局も「高度薬学管理機能」が本格的に求められ

る時代を迎えております。更なる薬薬連携の充実を図る必要があると思われますので、是非ご活用

いただくようお願い致します。 

 

詳細はこちらのサイトをご参照ください。 

https://www.teikyo-hospital.jp/hospital/section/yakuzaibu/tracingrereport.html 

帝京大学医学部付属病院＞ 05病院の紹介部門のご案内> 薬剤部> 吸入療法におけるトレーシン

グレポート（服薬情報提供書）について 

 

 

 

 

https://www.teikyo-hospital.jp/hospital/section/yakuzaibu/tracingrereport.html


２）新型コロナワクチン配付事業について 

当会は、新型コロナワクチンを接種拠点施設へ配付を行う事業を令和3年4月より行っております

が、個別接種が10月で原則終了となることに伴い、一旦10月で事業を終了することとなりました。 

拠点薬局としてご協力いただきました会員の薬局には大変感謝申し上げます。 

終了まで引き続きご協力をよろしくお願い致します。 

 

３）高齢者の服薬情報提供事業へご協力のお願い 

今年度の対象者への通知は8月末に発送されております。 

残薬バッグの追加をご希望の場合は、池袋あうる薬局または事務局までご連絡ください。 

なお、患者さんが来局され対応された先生は、引き続き翌月10日までに事務局まで所定の用紙に

て報告をいただけますようお願いいたします。 

 

４）【再掲】豊島区薬剤師会ホームページをぜひご覧ください 

ホームページの内容が充実してきました。今後もより良いページを作りたいと思います。 

（ FAXや配布物などはいままで通りです。 ） 

ホームページアドレス   http://www.toyoyaku.jp/ 

会員専用ページに入るには、パスワード「 t o s h i m a 」を使ってください。 

 

会員入会 

三好 和加（Ｂ） 個人会員 

須賀 勲 （賛） 江戸橋薬局  巣鴨１－３９－１   

 

会員変更 

佐伯 美和（Ａ）→  岸 佳世子（Ａ）    椎名町薬局 

白子 幸枝（Ａ）→  川窪 千尋（Ａ）   くすりの日生薬局 

木ノ内 絢香（Ａ）→ 堂元 かおり（Ａ） 南長崎薬局 

 

 

会員数報告 

Ａ会員 108名  

Ｂ会員 14名 

賛助会員 3名 

合計    125名 

 

 

 

 

 

http://www.toyoyaku.jp/


保険部より 

 

１）薬局における薬剤交付支援事業について(薬局の従事者が患者宅等へ届けた場合の金額の

変更) 

新型コロナウイルス感染症対策の一環として国において成立した、患者宅等に薬剤を配送又は薬

局の従事者が届けた場合の費用を補助するための「薬局における薬剤交付支援事業」が実施されて

おります。 

今般、CoV宿泊･CoV自宅について薬局従事者による患者宅等へ薬剤を持参した場合の補助額が変

更となり、令和3年9月1日に遡って適用となりました。 

 

・CoV宿泊・CoV自宅について 

①新型コロナウイルス感染症患者へ即時的・緊急的な薬剤交付を行った場合（薬局の従事者等 

が患者宅等へ薬剤を持参した場合）3,000円（※変更前は500円を東京都薬剤師会に申請。※令

和3年4月～8月分は500円です。） 

②配送業者を利用する場合は､配送料全額を東京都薬剤師会に申請。（従来通り） 

 ・0410対応については金額に変更はありません。 

 

２）「薬局における法令遵守体制整備の手引き」について 

日本薬剤師会が「薬局における法令遵守体制整備の手引き」を作成いたしましたのでお知らせい

たします。本手引きは、改正薬機法の内容に即して、厚生労働省「薬局開設者及び医薬品の販売業

者の法令遵守に関するガイドライン」及びQ&Aを踏まえ、薬局向けに、同ガイドラインの理解に資す

ることを目的として、薬局開設者が行うべき事項のポイントや、薬局の法令遵守に係る日本薬剤師

会の考え方について、薬局開設者、管理薬剤師等薬局の経営や業務に関わる皆様に留意いただきた

い点をまとめたものです。 

ご確認よろしくお願いいたします。 

 

日本薬剤師会ホームページ＞薬局関連情報＞薬局における法令遵守体制の整備について 

https://www.nichiyaku.or.jp/pharmacy-info/maintenance/index.html 

 

３）麻薬及び向精神薬取締法施行規則の一部を改正する省令の制定について 

これまで、痙痛等の緩和を目的とする在宅医療の推進のため、麻薬が適切かつ円滑に患者に対し

提供される必要性が高まっている中、麻薬小売業者が自らの麻薬の在庫不足により、急な麻薬処方

箋に対応できない場合に限り、当該不足分を近隣の麻薬小売業者間で譲渡・譲受することが可能と

されてきたところです。今般の改正により、上記のほか、薬局において医療用麻薬が適切かつ円滑

に患者に提供されることを目的として、新たに麻薬小売業者が麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬に

ついて、一定の条件の下、90日以上譲渡・譲受がない場合において、近隣の麻薬小売業者間で譲渡・

譲受することを可能とされたものです。 

 なお、薬局間での麻薬の譲受・譲渡には事前に東京都に許可申請が必要です。 

※参考 

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kenkou/iyaku/sonota/toriatsukai/kourikanjo

uto.html 

豊島区薬剤師会では池袋あうる薬局を中心とした麻薬小分けネットワークを構築しております。

年に一度新たな参加希望薬局を募っておりますのでその際にご検討ください。 

 

 

https://www.nichiyaku.or.jp/pharmacy-info/maintenance/index.html


４）医療従事者である濃厚接触者に対する外出自粛要請への対応について 

現行、濃厚接触者については、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

10年法律第114号）第44条の3第1項の規定に基づく新型コロナウイルス感染症の感染の防止に必要

な協力の求め（以下「外出自粛要請」という。）として不要不急の外出はできる限り控え、やむを

得ず移動する際にも、公共交通機関の利用を避けることとされております。今般、東京都をはじめ

感染者が急増している地域において医療提供体制を確保するため、誰もが症状に応じて必要な医療

が受けられるようにするための緊急的な対応として、医療従事者について、家庭内感染等により濃

厚接触者となった場合、注意事項を満たす限りにおいて、医療に従事することは不要不急の外出に

あたらない旨、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策本部より示されております。 

 

○他の医療従事者による代替が困難な医療従事者であること。 

○新型コロナウイルスワクチンを2回接種済みで、2回目の接種後14日間経過した後に、新型コロ

ナウイルス感染症患者と濃厚接触があり、濃厚接触者と認定された者であること。 

○無症状であり、毎日業務前に核酸検出検査又は抗原定量検査（やむを得ない場合は、抗原定性

検査キット）により検査を行い陰性が確認されていること。 

○濃厚接触者である当該医療従事者の業務を、所属の管理者が了解していること。 

 

詳細は通知原文をご確認ください。 

https://www.mhlw.go.jp/content/000725744.pdf 

 

５）患者の疾病又は負傷が第三者行為によって生じたと認められる場合における診療報酬明

細書等の記載等について 

診療報酬請求書等の記載要領等については、患者の疾病等が、第三者による不法行為（第三者行

為）によって生じたと認められる場合には、診療報酬明細書等の特記事項欄に「10．第三」を記載

することとされております。同記載は、各保険者において第三者行為が疑われる事案を把握する契

機として非常に重要であることから、保険薬局等においては、特記事項の記載漏れが生じないよう

改めて求められております。 

 

★第三者行為とは 

喧嘩、傷害事件、ひき逃げ、スキーやスノーボードでの衝突事故、自転車同士の衝突事故、他人

の飼い犬に噛まれたなど 

 

※第三者行為が原因の医療費は、本来、第三者（加害者）が自賠責保険や任意保険などから支払

うのが原則ですが、健康保険を使って治療を受けることができます。ただし、健康保険で治療を受

ける場合は健康保険組合等に患者が連絡の上、すみやかに「第三者行為による傷病届」を提出する

こととなっています。本来、加害者が支払うべき医療費を健康保険組合等が一旦立て替えて支払う

ことになりますので、その費用については健康保険組合等より加害者（加害者側の保険会社など）

へ請求します。 

なお、業務上や通勤途中の病気やケガについては、健康保険ではなく労災保険で治療を受けるこ

とになります。 

 

６）新型コロナウイルス感染症流行下における薬局での医療用抗原検査キットの取り扱いに

ついて 

医療用抗原検査キットは通常医師が診断用に使用する目的の製品ですが、新型コロナウイルス感

染症流行下において特例的に薬局にて販売することが可能となりました。 

添付の通知と資料をよくご了知いただき、取り扱いに留意いただくようお願い致します。 

https://www.mhlw.go.jp/content/000725744.pdf


７）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧ください 

豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく伝達するために、専用のページを設けております。 

URLより通知等の原文のPDFが閲覧可能です。 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX 

 

学術部より 

１）豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

10月の勉強会は次の通り実施いたします。 

日時：令和3年10月29日（金）19:45-21:30 

場所： 今回は情報通信機器（WEB）を用いて実施いたします。 

内容： 「（仮）糖尿病の病態と治療に関して」 

講師： 医療法人社団雄山会 巣鴨山口内科・糖尿病内科クリニック 院長 山口 賢 先生  

☆今回の勉強会は日本薬剤師研修センターの認定単位となります。 

☆オンライン開催により、申し込みを豊島区薬剤師会HPからの参加登録のみに限らせて頂き

ます。 

☆申し込み方法：豊島区薬剤師会HPにアクセス→「勉強会・研修会情報」→「お申し込みはこ

ちら」をクリック→必要事項を入力し送信 

☆参加受付開始日時：10月1日（金）9:00～10月15日（金）12:00 

☆ご参加を事前申し込み100名様までと限らせて頂きます。 

☆認定シールをご希望の方で薬剤師免許証コピー未提出の方は薬剤師免許証のコピーのFAX

をお願いいたします。（過去に提出されていれば結構です。） 

 

薬学生実務実習関係 

１）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 

東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけとなるこ

とを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受入薬局には案内ポ

スターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。なお、学生対象ですが、会員へ

の配信も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX


池袋あうる薬局輪番 

１０月の輪番は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

１０月 日 勤 ９：００ ～ １６：３０ 
準 夜 １６：００ ～ ２２：００ 

 受付事務入力兼任 

２日（土）     池袋駅前げんき薬局 池袋あうる薬局 

３日（日） マロン薬局大塚店 こまごめ薬局 いちょう薬局 めぐみ薬局 

９日（土）     あけぼの薬局南長崎店 ことり薬局 

１０日（日） ヒバリ薬局 上池袋薬局 椎名町薬局 佐藤薬局 

１６日（土）     かもめ薬局 北池薬局 

１７日（日） サンロード薬局 あかまつ薬局 
雄飛堂薬局 

池袋トキワ通り店 
めぐみ薬局 

２３日（土）     池袋萬盛堂薬局 ことり薬局 

２４日（日） よつば薬局池袋西口店 こまごめ薬局 チチブ薬局 佐藤薬局 

３０日（土）     ポラム薬局 池袋あうる薬局 

３１日（日） アリス薬局大塚店 さの薬局 
薬局マツモトキヨシ 

東長崎駅北口店 
駒込中央薬局 

 

長崎休日診療所派遣 

１０月の輪番派遣は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

 

１０月  

３日（日） エンゼル薬局 

１０日（日） 長崎調剤薬局 

１７日（日） 長崎調剤薬局 

２４日（日） 東池薬局 

３１日（日） 東池薬局 

 

医薬品・情報管理センター報告 

○管理センター売上及び仕入 

2021年7月売上金額   ￥3,051,462－ 

2021年7月仕入金額   ￥3,168,095－ 

 

2021年8月売上金額   ￥2,646,122－ 

2021年8月仕入金額   ￥2,157,282－ 



○相談件数 

7月 件数 

薬局からの在庫確認 123 

薬局からの処方箋応需 2 

患者からの処方箋応需 4 

医療用医薬品についての相談 5 

医療機関の紹介 0 

一般用医薬品についての相談 0 

その他 6 

合計 140 

 

8月 件数 

薬局からの在庫確認 156 

薬局からの処方箋応需 6 

患者からの処方箋応需 3 

医療用医薬品についての相談 8 

医療機関の紹介 0 

一般用医薬品についての相談 0 

その他 7 

合計 180 

 

○池袋あうる薬局処方せん受付状況 

7月  休日夜間    86枚                           

その他     267枚 

8月  休日夜間    72枚                           

その他     261枚 

 

○情報発信 

紫外線の体への影響 

 

紫外線は夏になれば美容の敵と雑誌・CM等で目にしますが、紫外線の体への悪影響だけで

なく、功罪の両方を理解することが必要です。 

 

功  

 

紫外線とビタミンＤ 

ビタミンＤは自分のからだの中で合成することができます。からだの中でビタミンＤが

合成される場所は皮膚であり、合成には紫外線の助けが必要となります。ビタミンＤの主

な働きはカルシウム代謝の調整です。カルシウム摂取不足やビタミンＤ不足になると、骨

から溶け出すカルシウムの増加などにより、カルシウム蓄積が減少して骨が弱くなり、骨

折の危険性も増します。骨粗鬆症の原因のひとつとも考えられています。最近では、ビタ

ミンＤは筋肉にも作用することによって高齢者の転倒予防にも役立つことが報告されて

います。ビタミンＤは食事からの摂取が基本です。しかしながら、実際はカルシウム代謝

の点では食事から摂取するビタミンＤだけでは不足気味です。やはり、日光による合成も

うまく利用することが必要です。皮膚で作られたビタミンＤはビタミンＤの運び役（ビタ

ミンＤ結合蛋白質）によってすぐに運ばれるため、消化管から吸収されるビタミンＤより



もからだの中で使われやすいと考えられています。ただ日焼けをするほどの「日光浴」が

必要なのではなく、両手の甲くらいの面積が 15分間日光にあたる程度、または日陰で 30

分間くらい過ごす程度で、食品から平均的に摂取されるビタミンＤとあわせて十分なビタ

ミンＤが供給されるものと考えられます。 

 

罪 

                         

紫外線の皮膚への影響 

 皮膚は表皮と真皮から出来ています。表皮は皮膚の最も外側にあり、角化細胞が 90％以

上、その他メラニン色素を作る色素細胞と免疫機能を司る細胞があります。真皮は膠原線

維（コラーゲン）が主で皮膚の丈夫さを保ち、弾性線維は皮膚の張りを保ちます。皮膚に

は紫外線から身を守る仕組みが備わっています。最も強力な光線防御は色素細胞が作るメ

ラニン色素です。メラニンは紫外線、可視光線、赤外線を吸収して、DNA へのダメージを

少なくします。 

我々が浴びる紫外線のうち、UV-Bの量は少ないのですが、皮膚の細胞の DNAに傷をつけ

てしまいます。皮膚の細胞にはこの DNAの傷を切り取って正しい DNAに戻す仕組みが備わ

っています。しかし、DNA の傷害が度重なると、誤った遺伝情報（突然変異）が生じるこ

とがあり、それが皮膚がんの原因になると考えられています。我々は子供のうちに大量の

紫外線を浴びていると考えられます。その影響は何十年もたってから現れてきます。子供

のうちから紫外線を浴びすぎないよう、帽子、衣類、日焼け止めなどによる紫外線防御を

心掛けることが大切です。 

 

1) 急性傷害 

紫外線で皮膚に炎症が起こり、真っ赤で痛い日焼け（サンバーン）として現れます。日

焼けをしすぎたと思ったら、なるべく早く冷水タオルなどで冷やすと多少軽減されます。

サンタン（肌が黒くなる日焼け）は日光にあたって数日してから現れ、数週間から数ヵ月

続きます。紫外線で色素細胞が刺激され、メラニンをたくさん作るために起こります。紫

外線で皮膚に炎症が起こると、それがきっかけとなって口の周りの単純ヘルペスが再発す

ることがあります。また、普通の人なら何でもないような日光ばく露で何らかの皮膚症状

を生じる場合を光線過敏症と総称します。また、ある種の薬の外用後（モーラステープ、

ボルタレン製剤等）に日光にあたるとその場所に一致して赤く腫れあがることがありま

す。外用剤で光線過敏症が起こる原因は薬効成分の構造に起因します。ケトプロフェン・

ジクロフェナクナトリウムの構造を見るとベンゼン環にはさまれた非共有電子対（カルボ

ニル基・二級アミン基）が存在します。紫外線がこの不安定な非共有電子対にあたり電子

を飛ばすことにより、タンパク質との結合性が高まり抗原抗体反応を引き起こしていると

考えられています。一方フルルビプロフェン・ロキソプロフェンナトリウムはベンゼン環

の間に非共有電子対が存在せずそのため光線過敏症を引き起こさないと考えられていま

す。 

 

2）慢性傷害 

 長年日光を浴び続けていると、皮膚のシミやしわ、時には良性、悪性の腫瘍が現れてき

ます。お年寄りの顔や手の甲にみられるこれらの変化は、一般に加齢による老化と思われ

がちですが、実は紫外線による慢性傷害の結果であり、光老化は加齢による自然の老化と

は異なり、適切な紫外線防御対策により防ぐことができるものです。紫外線に関連してで

きる皮膚の腫瘍には良性のもの（脂漏性角化症）と悪性のもの（皮膚がん）があります。

UV-Bのばく露と関連することが知られている皮膚がんとしては、前がん症である日光角化



症と有棘細胞がんがあります。日光角化症の段階で治療すれば生命に関わることはありま

せんが、治療しないとより悪性化し、転移すれば生命に関わります。 

 

紫外線の眼への影響 

波長が短い紫外線は眼球表面の角膜で吸収されますが、長い波長の紫外線は角膜を通過

しほとんどはレンズの役割を担う水晶体で吸収されます。残りの 1〜2％が水晶体を通過し

て網膜まで到達します。 

 白内障は眼科疾患の中で最も多い病気のひとつで、眼のなかでレンズの役割を担う水晶

体が濁るため、網膜まで光が届かなくなり見え方の質が低下してきます。初期には水晶体

が硬くなるため老眼が進行し、濁りが強くなると視力が低下し、進行すると失明に至りま

す。日本人で最も多く見られる皮質白内障というタイプでは、紫外線との関係が知られて

います。治療は混濁した水晶体を眼内レンズと置換する手術が行われます。 

 

紫外線の体への悪影響を防ぐために 

紫外線のダメージを避けるために最も効果的なことは、「紫外線を浴びないこと」です。 

 

・つばの広い帽子をかぶる 

・日傘をさす 

・長そでを着る 

・サングラスをかける（可視光線透過率が低い黒い色のサングラスをかけると、目は暗い

部屋にいる時と同じように瞳孔を大きく開いて、光を多く取り込

もうとするため薄い色のサングラスが推奨されます。） 

 

など、できる限り「紫外線を浴びない」工夫をし、紫外線から肌を守ることが大切です。

しかし日常生活で私たちが紫外線を 100％避けるのは不可能です。皮膚傷害防止には日焼

け止めの使用が一般的です。日焼け止めの強さは SPF値で示されます。生活シーンに合わ

せた紫外線防止用化粧品の選択が大切です。紫外線防止用化粧品には UV吸収材と UV散乱

剤を使用した製品があります。ご自分の肌の状態に合わせて選択する必要があります。最

近は「飲む日焼け止め」も市場されていますが効果効能が保証された医薬品とは異なりま

す。医療機関での購入以外のインターネット販売等での購入は慎重にしましょう。 

 

紫外線は 1年を通して肌に届きダメージを与えています。冬の 1月でもピークの月に比

べて UV-Bでは 5分の 1、UV-Aでは 2分の 1存在し、3月頃から増え始め、6、7、8月でピ

ークを迎えます。まだ暑くならない春先は油断しがちですが、要注意。思わぬ日やけをし

ないよう、紫外線ケアは早め早めの開始が基本です。 

 

参考）日本化粧品工業連合会・紫外線環境保健マニュアル 2008 

北水会記念病院薬剤科 2018.5 

 

広域病院処方せん受付状況報告 

 都立大塚 豊島病院 長寿医療センター 

 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 

7月 1,471 1,552 52 59 79 100 

8月 993 1,060 53 61 85 104 

 



理事会報告 

2021年 8月 11日（水）午後 8時 25分より豊島区薬業会館 1階を基地局として遠隔会議システム

による理事会が開催されました。 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 田崎常務理事 元谷常務理事       

前原常務理事  南出常務理事 黒須理事 林理事 内山理事 原嶋理事 小林理事 

大澤監事 廣田監事  

 

○報告事項 

1. 学術・DI担当報告 

2．防災公衆衛生担当報告 

3．総務・会計担当報告 

4．保険担当報告 

5．地域医療担当報告 

6. 池袋あうる薬局担当報告 

7. 新型コロナウイルスワクチン配付報告 

8．東京ワクチンチーム報告 

 

○協議事項 

1.「薬と健康の週間」における街頭相談所等の開設の件 

  当会としては例年行っている「健康展」として令和 4年 2月 20日（日）に開催の予定とし    

て報告することが承認された。 

2．「薬と健康の週間」カレンダー付き地下鉄路線図の作製の件 

本年度は作成を見送ることが承認された。 

3. 在宅医療連携推進会議、服薬支援部会への提案の件 

ケアマネジャーとの交流や協働作業を進めていくことが承認された。 

4．日薬大会・新型コロナウイルス感染拡大急増への対応の件 

8月 25日（水）時点での状況により現地参加または WEB参加の希望を確認の上進めていくこ

とが決定された。 

5．会議室の机と椅子の買替の件 

会議室の机と椅子についての買替が承認された。 

6．プロジェクター購入の件 

プロジェクター購入が承認された。 

7．新会員入会承認の件 

三好和加先生の入会について A会員としての入会を条件として承認された。須賀勲様の賛助

会員としての入会が承認された。 

8．令和 3年度第 1回地区薬剤師研修会の件 

  9月 11日（土）開催予定の令和 3年度第 1回地区薬剤師研修会について、開催形式としては

WEB形式、臨床薬学講習の内容は担当理事に一任することが承認された。 

9．帝京大学薬学部より要請の OSCE（薬学共用試験）評価者派遣の件 

  帝京大学薬学部より要請のあった OSCE（薬学共用試験）評価者派遣者について、本人より希

望のあった先生を派遣することが承認された。 

10．広報作成の件 

  8月度の広報について諮られ、9月度に 8・9月度の合併号として作成することが決定され

た。 

 

 



○審議事項 

1.池袋あうる薬局におけるレセコン等のリース更新の件  

 池袋あうる薬局におけるレセコン等のリース更新が承認された。 

 

理事会報告 

2021年 9月 8日（水）午後 8時 25分より豊島区薬業会館 1階を基地局として遠隔会議システムに

よる理事会が開催されました。 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 田崎常務理事 元谷常務理事       

前原常務理事  南出常務理事 黒須理事 林理事 内山理事 原嶋理事 小林理事 

大澤監事 廣田監事  

 

○報告事項 

1. 東京都薬剤師会「地区及び職域薬剤師会会長会」資料報告 

2. 学術・DI担当報告 

3．防災公衆衛生担当報告 

4．総務・会計担当報告 

5．保険担当報告 

6．地域医療担当報告 

7. 池袋あうる薬局担当報告 

8. 高齢者服薬情報提供事業報告 

9．新型コロナウイルスワクチン配付報告 

 

○協議事項 

1.  健康展の件 

  豊島区主催「ふくし健康まつり」中止に際しての、当会での健康展実施について、次回理事

会にてあらためて協議することとなった。 

2．新会員入会承認の件 

伊藤一成先生のＡ会員としての入会、三好和加先生の B会員としての入会が承認された。 

3. 令和 3年度公開講座の件 

今年度は 10月度のみに実施することが決定された。 

4．池袋あうる薬局における冷蔵庫購入の件 

池袋あうる薬局における冷蔵庫購入が承認された。 

5．会員薬局地図の件 

会員薬局地図のデザイン案について、これまでと同じ形式で作成することが承認された。 

6．「使用済み注射針回収事業について」チラシの件 

「使用済み注射針回収事業について」チラシ案が承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



豊島区薬剤師会の活動（７月） 

 

豊島区薬剤師会の活動（８月） 

 

７／ ３  東京都薬剤師会 薬局認定制度 地区代表者説明会 

 ５  豊島区認知症施策推進会議 

   コロナ禍における薬剤師による支援 Web情報交換会  
７  池袋あうる薬局運営委員会 

 ８  レセプト受付 

 １０  東京都薬剤師会 地区及び職域薬剤師会会長会 

 
 
 東京都薬剤師会  地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師の機能強化事業  

地区担当者会議 

 １４  豊島区薬剤師会 理事会 

 １６  豊島区薬剤師会 勉強会 

   豊島区保健福祉審議会 

 １９  豊島区自殺・うつ病等対策委員会 

 ２５  東京都薬剤師会 基準薬局中央研修会 

８／ ４  池袋あうる薬局運営委員会 

 ５  レセプト受付 

 １１  豊島区薬剤師会 理事会 

 １７  菊かおる園地区懇談会 ネットワーク部会  
２０  PASSシステム（北区薬剤師会・薬局機能安否確認システム後継候補）打合せ 

 ２６  豊島区 総合事業（要支援者等のサービス）の再構築についての概略説明会 



医薬品分割販売利用案内 

令和元年１０月 

公益社団法人豊島区薬剤師会 会長 

豊島区医薬品・情報管理ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

 

※要遮光の医薬品（散剤、顆粒、ドライシロップ、水剤）について、仕切り書と薬ラベルに「遮光」

と記載することにしました。保存に関しては各薬局にて管理をお願いいたします。 

 

１． 分割販売品目 

医薬品約１８００品目、投薬ビン・軟膏壺などの医療材料 

 

豊島区薬剤師会ホームページに販売品目リストを掲載しております。 

 

２． 販売単位 

錠剤・カプセル ・・・・・・・・ １錠・１カプセル単位 

散剤・顆粒・ドライシロップ・・・ １ｇ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

水剤 ・・・・・・・・・・・・・ １ｍｌ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

軟膏・クリーム ・・・・・・・・ １ｇ単位（バラ）、1本単位（チューブ） 

点眼・点耳・吸入 ・・・・・・・ １本単位 

ハップ剤 ・・・・・・・・・・・ １袋単位 

坐剤 ・・・・・・・・・・・・・ １個単位 

医療材料等・・・・・・・・・・・ １個単位 

 

容器が必要な場合は、所定の容器（有料）を使用いたします。 

 

３． 販売価格 

医薬品・・・・・・・・・  薬価（消費税込） 

その他（医療材料等）・・・ 取扱品目リストに掲載 

 

４． 手数料 

豊島区薬剤師会 会員  ・・・・・・ 無 料 

区外 東京都薬剤師会 会員  ・・・ １回  １１０円（消費税込） 

その他医療機関     ・・・・・・ １回 ２２００円（消費税込） 

 

５． 検収・返品 

医薬品受領時に必ずご確認いただき受領印もしくは自署をお願いいたします。 

品質管理上、返品はできません。 

ただし、メーカー回収の場合は、この限りではありません。 

 

※使用期限が２ヵ月未満の場合は事前に確認の連絡をさせていただきます。 

２ヵ月以上でも期限の確認が必要な方は発注書の備考欄にその旨をご記入ください。 



６． 発注方法 

注文方法  ： 専用の発注書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸにてご注文ください。 

       （電話での注文はお受けしておりません。） 

受付時間  ： ９時 から １６時３０分 月曜日～土曜日 

受取時間  ： ９時 から １７時    月曜日～金曜日 

       ９時 から ２１時３０分 土曜日・日曜日・祝日 

 

※年末年始、棚卸等により臨時休業する場合があります。（ホームページでご確認ください） 

※指定の発注書は、ホームページよりダウンロードできます。 

 

７． 利用者の確認事項 

初回利用時には、開設許可証の写しをご提出いただきます。 

また、都薬の会員証をお持ちの方は会員証の写しもご提出ください。 

なお、豊島区薬剤師会会員の方は提出不要です。 

 

その他開設許可更新等、管理センターが開設許可証の確認が必要と判断した場合には、 

再度ご提出いただくことがあります。 

 

８． 支払い方法 

豊島区薬剤師会会員は、原則として月末日締めの「翌月口座引落」となります。 

その他の方は、「薬品受け取り時に現金支払い」となります。 

 

 

＊ 管理センターでは、会員様の要望のあるものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否か

を決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、あうる薬局に提出してく

ださい。ＦＡＸでかまいません。 

 

＊ 集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使いください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 

 

令和  年  月  日  

 

 

薬局名                             印  

 

 

以下の製品の取り扱いを要望します 

 

 

製品名                               規格 

                                               

 



管理センター取り扱いリスト追補 

＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 
 製品名 小分単位 備考 

内 アルファカルシドール錠１．０μｇ「アメル」 錠  

内 イグザレルトＯＤ錠１０ｍｇ 錠  

内 イノラス配合経腸用液（いちご）１８７．５ｍｌ パウチ  

内 エスゾピクロン錠１ｍｇ「サワイ」 錠  

内 エスゾピクロン錠３ｍｇ「サワイ」 錠  

内 エンシュア・Ｈ（抹茶）２５０ｍｌ 缶  

内 クロフェクトン顆粒１０％ g  

内 ジェイゾロフト錠２５ｍｇ 錠  

内 ジルムロ配合錠ＨＤ「武田テバ」 錠  

内 タベジール錠１ｍｇ 錠  

内 バップフォー錠２０ 錠  

内 ミオナール錠５０ｍｇ 錠  

内 ラツーダ錠６０ｍｇ 錠  

内 リンゼス錠０．２５ｍｇ 錠  

内 サムチレール内用懸濁液１５％５ｍｌ 包  

内 ジアスターゼ「ホエイ」 ｇ  

内 メファキン「ヒサミツ」錠２７５ 錠  

内 ラツーダ錠８０ｍｇ 錠  

内 ロドピン錠２５ｍｇ 錠  

外 コレクチム軟膏０．２５％５ｇ 本  

外 ゼビアックス油性クリーム２％１０ｇ 本  

外 ヘモレックス軟膏２ｇ 本  

外 ボアラクリーム０．１２％５ｇ 本  
 
＊取り扱い中止 

 製品名 備考 

内 イグザレルト細粒分包１０ｍｇ  

内 エビプロスタット配合錠ＤＢ  

内 グラマリール錠２５ｍｇ  

内 コタロー半夏厚朴湯エキス細粒  

内 セリンクロ錠１０ｍｇ  

内 ドグマチール錠１００ｍｇ  

内 ニュープロパッチ４．５ｍｇ  

内 メマリー錠２０ｍｇ  

内 ローガン錠１０ｍｇ  

内 アリメジンシロップ０．０５％  

内 クラシエ柴苓湯エキス細粒 ＥＢ-１１４  

内 クラシエ柴苓湯エキス細粒 ＫＢ-１１４  

内 ジョサマイシロップ３％  

内 パロキセチン錠５ｍｇ「アスペン」  

内 ラツーダ錠６０ｍｇ  

内 ラツクロース・シロップ６０％「コーワ」  

内 ラミシール錠１２５ｍｇ  



 












































